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海外の日本語教育におけるリソースの活用
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要旨

教科書に代表される従来の「教材」は，教室での日本語使用のために作られ，教えるための

材料であった．ここで扱うリソースは，実社会での日本語使用のための学習に使い，実際の日

本語使用にも役立ち，また，日本語使用の対象となる，つまり学ぶ材料である. r教材J から，

リソースへの移行は，学習者の教室からの解放をも意味し， リソースの活用は社会言語学，第

二言語習得，教育学の側面からも有意義である．

リソースには「人的リソースJ, r物的リソース」，「社会的リソース」の三種類がある（田

中・斉藤 1993）といわれるが，新たに下情報サービス・リソースJ の項を設け，海外の， と

くにシドニーのリソースを四つの角度から検討し，そのリソースを全体シラパスの中，外の両

者で活用する方法を紹介し，検討する． リソースは，例えば，シラパスの中では，ゲストスピ

ーカー，ビジター・セッション，家庭訪問などという形で，また，シラパスの外ではプロジェ

クトの形で活用できる．学習者が自主的にリソースを開発し，自律的に活用し，学習していく

には，上記の両者が必要だろう．「教材J からリソースへの移行は，学習者の教室からの解放，

自律と共に，教師の役割の再考とも大きく関わっているといえる．

1. はじめに

日本語教育に携わっている人々の集まりに行くと，必ずといっていいほど聞かれるのが「お宅

はどんな教科書を使っていらっしゃいますかJ という質問である．使っている教科書だけでうち

のプログラムを評価されるのは嫌だなあと内心思いながら，「初級では00を使っています．中

級では・・1 などと答えている． 日本語教育におけるリソースに関しては，さまざまな議論が出て

いるものの，現場の先生方の関心は，まだまだ従来からの「教材J，例えば，教科書，問題集，

カセット・テープ，ビデオ，などに集中しがちなのが現状ではないか．

* Chihiro Kinoshita Thomson: ニューサウスウエーノレズ大学アジアビジネス言語学科言語研究主任．
この小論は 1996年1月27日，愛媛県民文化会館で行われた日本語教育学会第五回研究発表会の発表論
文に加筆，修正を加えたものである．
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本稿では， 日本における日本語教育の場で，プロジェクトワークの推進，自律学習の奨励など

の動きとともにみられるリソースの定義の拡張に注目し， リソースを人的リソース，物的リソー

ス，社会的リソース，情報サービス・リソースの四つの角度から検討する．また， リソースの意

義を社会言語学，第二言語習得，教育学の立場から検証し，さらに， 日本関内に限らず， j毎外に

おける日本語教育の場での，地域社会内のリソースの活用について，オーストラリアのニューサ

ウスウエールズ大学の例を紹介しながら，検討してみたい．

2. 「教材」からリソースヘ

教科書に代表される「教材」は，教室活動を中心として開発されてきたといっても過言ではな

いだろう．教室で練習するためのモデ、ル会話や，そのためのカセット・テープ，教室でみるビデ

オ，また，学習者が宿題として問題集を与えられる場合も，教室活動の準備と考えられるのでは

ないか．教室での日本語使用のために作られ，教えるための材料であるのが「教材」であるとす

れば，実社会での日本語使用のための学習に使い，実際の日本語使用にも役立ち，また， 日本語

使用の対象となる，つまり学ぶ材料であるのがリソースといえるかもしれない．

田中・斉藤（1993:44-45）は，「学習に関するインターアクションの対象となるものをリソース

と呼ぶ」と定義している．学習者が教師に質問をし，それに教師が答えれば，インターアクショ

ンが成立し，教師はリソースとして起動したことになる．学習者が新聞を読み，情報を得れば，

新聞はリソースであるし， 日本人の友達とデートして日本語で話したら，友達はリソースであ

る． レストランで日本語で注文したら， レストランもリソースである， という考え方だ．つま

り，「教材J から，従来の「教材」も含めた広義のリソースへの移行は，学習者の教案からの解

放をも意味する．

日本国内では，プロジェクトワーク（パルダン他 1988）や，体験学習法（安場他 1991）などの

形で「教材J 以外のリソース，例えば，一般の日本犬をリソースとして使う学習法の促進がみら

れ，実例の報告もある．倉八（1993,1994）ではプロジェクトワークの一環として，街頭の一般日

本人などにインタビューを行っている．田島（1995）では，「地域社会に開かれた教室」をめざす

ことで，地域社会のリソースの活用の促進を説いている．溝口（1995）では学生を日本人家庭に訪

問させている． 日本国内での日本語教育の場合，学習環境の中に日本語学習のリソースとなるも

のが豊富なため，日本語教育の場に「教材J以外のリソースを取り入れることは比較的容易だと

思われる．海外での日本語教育の場では，意識的なリソースの発掘が必要となるが，海外でもオ

ーストラリアのモナッシュ大学（尾崎・ネウストプニー 1986；村岡 1992など）や，ニューサ

ウスウエールズ大学（Thomson 1995 b), シンガポーノレ国立大学（トムソン 1991；梅田

1993），タイのカセサート大学（植田 1995）などで，その地域社会の中に見出せる日本語学習リ
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ソースを利用したさまざまなプロジェクトの報告をみることができる．

3. なぜリソースなのか

リソース，そして，学習者の教室からの解放がどうして有意義なのかを社会言語学，第二言語

習得，教育学の三つの面から検討してみたい．

3-1. 社会言語学

ネウストプニーに代表される社会言語学に基づいた日本語教育では，言語能力，社会言語能

力，社会文化能力のすべての能力を日本人との接触場面で駆使できる学習者を育てることをめざ

している（Neustupny 1987他多数）．従来の日本人同士の母国語話者場面をそデ、ルとした教材

を使い，教師と学習者から成る教室活動では，社会言語学が示唆する総括的な接触場面のための

日本語学習は期待できない．教室の壁を取り払い，学習者とリソースとしての一般日本人の出入

りを自由にすることで，接触場面を作りだし，学習者に言語能力，社会言語能力，社会文化能力

のすべてを使わせていくという考え方である．

3-2. 第ニ言語習得

第二言語習得の研究から，学習環境の中で社交的なインターアクションが非常に重要であるこ

とがわかってきている． 目標言語の話者との社交機会の頻度と目標言語の習得の度合いの関連性

も明らかにされている（Pica 1994 ）.インプット仮説（Krashen 1985）は，適切なレベルでの

理解可能なインプットの重要性を説き， Swain(1985）は，それに加えて理解可能なアウトプッ

トの重要性を述べている．また， Pica他（1989）は，理解可能なアウトプットの第二言語習得に

おける重要性を証明している．理解可能なインプット，アウトプット共に，ある文脈の中でこそ

的確な理解が可能になるわけで，このことより第二言語習得には，学習に文脈を与えることが必

須といえる．また，その文脈が学習者に目標言語話者との社交機会を与えるものであるほどよい

だろう．教室内の限られた文脈の中だけの活動より，教室の内外で， 日本語話者との交流をも含

めた文脈の中での方が，学習が進むというものである．

3-3. 教育学

Stern (1987）は，外国語教育のシラパスは言語能力開発，実体験，文化，そして，一般言語教

育の4次元で構成しなければならないと述べている．教案内外のリソースを使って学習者にイン

ターアクションの実体験をさせることで，この実体験の次元が満たされる．そして，この実体験

は他の3次元へとつながっていく．梅田（1993）は，シンガポール入学習者をシンガポール在住日



20 世界の日本語教育

本人家庭に訪問させるプロジェクトの結果，学習者が教室活動では体験することのできない日本

文化（例えば，抹茶を飲む）に接し（文化の次元），また，学習者が日本語力の自己評価をするよい

機会になった（言語教育の次元）と報告している．教師の「不自然なJ 日本語に限らず，パラエテ

ィーに富んだ日本語に接するということで，また，文脈の中で実際使用をするということで言語

能力開発の次元が入ることはいうまでもないだろう．

トムソン（1994）は， 日本人と日本語でのインターアクションをすることによって日本語を学習

していけるようなノウハウを学習者につけてやることの重要性を説いている. Tanaka (1993）は

学習者トレーニングを組み込んだ教材の開発を提唱している．これらは， リソースの有効使用と

日本語学習のノウハウを教えていこうという動きと言い換えることもできょう．

4. どんなリソースがあるのか

4-1. リソースの範鴎

田中・斉藤（1993）によれば， リソースは「人的リソースJ，「物的リソースム「社会的リソー

スJ の三種類に大別される．「人的リソースJは学習のリソースとなる人間で，友達や同僚の日

本人，教師，学習者仲間などである．従来の「教材J は「物的リソース」に入れてよいだろう．

その他，実物教材（Realia）といわれる新開，雑誌，広告，ラジオ，テレビ，なども含まれる．

「社会的リソース」は学習者の生活するコミュニティーの中のリソースである．地域社会のネッ

トワークを使って，例えば，大学のサークノレ活動を通じて学習すれば，そのサークルがリソース

である（田中・斉藤 1993). 

田中・斉藤（1993）では別項として扱っていないが，本稿では「情報サービス＠リソースJ の項

を設けたい．「情報サービス・リソース」は，とくに海外における日本関連の情報源としてのリ

ソースで，例えば，国際交流基金シドニ一日本文化センターは， 日本映間上映の情報， 日本文化

関連の展示会の情報などを流してくれる．また，インターネットを使って日本関連の情報を得た

り，交換したりすることも最近では進んでいて，これもこの範曜に入れたい．

4-2. 海外の日本語学習リソース

日本圏内の日本語教育では，教室を一歩出ればリソースだらけという状況だが，海外の場合

は，教師，学習者ともに，意識してリソースをさがし，利用していかなければならない．海外と

いっても，地域によってリソースの質，最は千差万別である．当地，シドニーはかなり恵まれて

いるといってよく，日本企業の駐在員とその家族， 日豪で協定のあるワーキングホリデーで滞在

中の若者，永住者などの日本人コミュニティー（1万人程度といわれている）があり， 日系企業，
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日本人学校， 日本料理店， 日本食品店， ピデオショップ，などもある．それに加えて，新婚カッ

プ。ルに代表される日本からの海外旅行者を対象とした， 日系ホテノレ，土産物農，旅行会社なども

ある．

4-2-1. シドニーの人的リソース

シドニーには先に述べたように，企業の駐在員，その家族，ワーキングホリデーの若者，永住

者，旅行者など，多くの日本人が出入りしている．地域社会に住む日本人や， 日本からの旅行者

が人的リソースになることはもちろんだが，コミュニティーの外国人日本語話者， 日本語学習者

仲間も，海外においては重要なリソースである．シドニーの場合は，韓国，中国系移民が多く，

戦前戦中の歴史から年配の韓国系，台湾系日本語話者もいるが，こういった方の中には学習者に

協力的な方も多く，有り難いことである．また，若い世代の外国人日本語話者が，流暢な日本語

を使ってツアーガイド，土産物産の店員などをしていることもある．各国と比べてオーストラリ

アは， 日本語学習者の全人口比が非常に高く（1%で，韓国に続いて世界第2位，嶋津 1995), 

その中にも中＠上級話者が多くみられ，アジアからの移民の中には日本人観光客にすっかり日本

人と思われるような上級話者もいる．

上級まで達していなくても，例えば，日本語を学び始めたばかりの 1年生の学生にとって， 3

年生の学生は重要なリソースである．これは，地域社会というより，大学の日本語学習者コミュ

ニティーの中でのリソースといえよう．教室内でも，教室コミュニティーという考え方

(Chamot 1995）をすれば，先生からだけでなく，同級生からも学べる．自分より力が劣るよう

にみえる同級生からも学ぶものがあるという態度の育成も重要である．

また， 日本語が全くわからない家族や友達もリソースとしての利用が可能である．教室では恥

ずかしくて，口に出して練習できない学生も，何もわからない友達を練習台にして上達したり，

自分が習ったことを家で妹に教えることで，復習したり，「こんにちは，いいお天気で、すねJ 程

度の発話でも，何もわからない友達の前で日本人と話して，友達に誉められ，自信をつけたり

と，さまざまである．

4-2-2. シドニーの物的リソース

大学で使っている「教材」は，教科書，参考書，辞書，カセット・テープ， ビデオ。テープ等

の基本的なものから始まるが，オーストラリアでは，昨今の円高，豪ドルの価値の低下により，

日本からの出版物は非常に割高で手がでにくい．それに加えて，アメリカ，台湾などと比べ，当

地で開発された教材が少ない． しかし，地域社会を見回せば，日豪フ。レスを筆頭にした現地の日

本語新聞，雑誌，実物教材として使えるレストランの日本語メニュー，日本人観光客用の各種パ

ンフレット，説明書，看板などの物的リソースは豊富だ．また， SBSテレビでは，毎朝，前
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の晩の NHKのニュースを流しているし， TVO（テレビ・オセアニア）という衛星放送に加入す

れば， 日本の娯楽番組やニュースを含めた，さまざまな番組が毎晩3～4時間楽しめる．短時間

ではあるが， 日本語ラジオ放送もあり，また，近々日本の FMラジオ放送が24時間聞けるよう

になるらしい． 日本語ビデオ専門のビデオ＠ショッフ。で、借りるビデオも重要なリソースだ．

上記のような公のリソースではなくても，個人のネットワークを使って，多様な日本人の集ま

りやサークルのお知らせ，ニュースレター，などを手にいれることも可能だ．

4-2-3. シドニーの社会的リソース

シドニーには企業の駐在員を中心とした「日本人会」，永住者を中心とした「日本人クラブム

年配の永住者の rシニア会」， r敬老会J，働く女性の rももの会J, 日豪の交流を計る「Austra畑

lia Japan Society J，その中でとくに若者のための「JA YMS (Japan Australia Young Members 

Sub-group)J，働く日豪若者のネットワーク「JANET」など，誰でも入会できる集まりが数多

くある．他に， r広島県人会」などの，各県人会，早稲田，慶応などの各同窓会，企業を中心と

した主婦の会， 日本人学校の PTA，入園前の子供と母親のプレイグ、ループなど，入会資格にな

んらかの制限がある集まりも多い．ニューサウスウエールズ大学にも r日本語クラブJ という学

生と日本人の若者のサークルがある．

これらのネットワークは学習者が入って行きやすいものとそうではないものとあるが，いった

ん入ってしまえば，非常に重要なリソースとなるので，例えば，高校生の時に 1年開広島県の高

校に留学していた学生には，広島県人会に入るように勧めるなど， どんな小さなつながりでも，

積槌的に利用するように指導している．各グループはゴルフトーナメント，バザー，パーティ

ー，ハーパー・クルーズなど，さまざまな催しを企画しているし，催しに参加することで， 日本

語使用の機会， 日本人との交流の機会も得ることができる．上記のように，ニュースレターなど

の出版物のあるグループも多く，また， AustraliaJapan Societyのように，自前の日本語クラス

を運営しているグ、ループもある．

これらのネットワークの他にも，シドニー全域に数多い日本食のレストラン， 日本人の居住地

域に散在する日本食品店， 日本人経営の美容室， 日本人のよく泊まるホテル，観光地の土産物屋

なども，社会的リソースといえよう． 日豪のワーキング＠ホリデー協定のおかげで，このような

リソースには日本人の若者が短期社員として雇用されている． 日本人の美容師さんに髪を切って

もらえば，学習者は自分の髪を賭けて自分の日本語力のテストをすることになる．

4-2-4. シドニーの情報サービス・リソース

海外では，日本関係、の情報の入手を上手にすることが日本語使用の機会を増やす鍵である．上

記のさまざまなサークルも，ニュースレターやお知らせを配付することから，また，地元の新
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開，雑誌も，情報サービス・リソースといっていいだろう．先に述べた国際交流基金シドニ一日

本文化センターの他に，ワーキング・ホリデ一事務所， 日本領事館などといった，さまざまな情

報源がある．大学の日本語科も，ある意味では情報サーピス・リソースとして機能しているとい

え，地域社会からの日本関連のさまざまな問い合わせに答え，学習者からの学習に関する問い合

わせに答えている．

パソコン通信を使った情報の入手も，発信地はシドニーではないが，シドニーで受信できるこ

とからシドニーにおける重要な情報源だ. WWW（ワールド・ワイド＠ウエブ）を使えば， 日本

の新聞記事を始めとした，各種の日本語の情報を居ながらにして入手できる．

5. リソースの活用

上記のリソースの分類は，必ずしも境界線のはっきりしたものではなく，例えば，現地の日本

語新聞のように，一つのリソースが物的リソースであると同時に情報サービス＠リソースでもあ

ったりする．また， リソースの利用も，一種類のリソースを使って学習するというより，複合的

な組み合わせで行われるほうが自然だ．

例えば，あるサークルのニュースレターで，さだまさしがこの 1月，シドニーに来てコンサー

トをする情報を得て，学習者が日本人の友達とコンサートに行けば， 日本語の歌を聞き， 日本的

なコンサートでの日本人の行動を観察し， 日本人の友達と感想、を交換し合い，歌が気に入れば，

日本のペンパノレに手紙を書いて， CDを送ってもらい，歌を習うかも知れない． この一連の行動

には情報サーピス・リソース（サークルのニュースレター），社会的リソース（サークルのネット

ワーク，コンサート），物的リソース（CD），人的リソース（日本人の友達，ペンパル，コンサー

トの観客）と，すべての範曙のリソースが登場している．

6. リソースと日本語プ口グラム

それでは，海外の日本語プログラムでは，どのように学習者を教案から解放し，地域社会に豊

富なリソースを活用した日本語教育を展開していけるだろうか．ニューサウスウエールズ大学の

例を紹介しながら検討したい．

6-1. シラバスの中のリソース活用

一つの方法は，シラパスの中に地域社会のリソースを活用するような企画を組み込むことであ

る．シンガポール国立大学で、は， 日本人観光客にお願いしての街頭インタビュー（トムソン

1991），駐在員の日本人家庭への訪問（梅田 1993）などを，タイのカセサート大学では，タイ在
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住中の日本人家庭へのホームステイ（横田 1995）を，オーストラリアのモナッシュ大学ではビジ

ター・セッションと称して日本人ゲストをキャンパスに招いて（村岡 1992），それぞれ，シラパ

スに組み込んでいる．ネウストプニー（1991）には，実際使用のアクティピティーとして海外のリ

ソースの活用例が挙げられている．ニューサウスウエールズ大学で、もさまざまな形で地域のリソ

ースをシラパスに組み込んでいるが，いくつか紹介したい．

6-1-1. ゲスト・スピー力一

ニューサウスウエールズ大学で、は，英国式大学の伝統で，各課目全体講義が週1時間あるが，

学習項目に適した日本人のゲスト＠スピーカーをお願いして，講義で話してもらっている．教室

の中に人的リソースを取り込む形だ． 日本の女性をトピックとした 3年生の講義では企業の駐在

員の妻として来豪している日本人主婦に来て話してもらった． 日本の大学というテーマでは日本

人留学生に来てもらった． ビジネス民本語のクラスには日本から研究で滞在していた経済学の客

員教授に話してもらったし，観光業日本語のクラスには日系ホテルのホテル＠マンに来てもらっ

fこ．

ゲ、スト・スピーカーを迎えるに当たって，学習者は質問を準備し，お客様を迎えるに相応しい

立ち居振舞，日本語使用を習う．その体験はそれに続く評価に反映される．

6-1-2. ビジター・セッション

モナッシュ大学同様ニューサウスウエールズ大学で、もさまざまなビジター＠セッションを行っ

ている. 20名程度の学習者ク勺レープの授業に4～5名の日本人を招喚し，学習項目のトピックで

デ、イスカッションをしてもらう． トピックによって，ワーキング・ホリデーの若者のグループ，

家庭の主婦のグ、ループ，働く女性のグループ，ビジネスマンのグループなど，違ったタイプの日

本人のグ、ループにお願いしている．小グルーフ。のデ、イスカッションを通じて， 日本語教師とは違

う多様な日本人と接し， 日本語教師だけからでは学べないことを学んで欲しいと願っている．お

客様を迎えるために言語，社会言語，社会文化面の準備を周到に行うことはもちろんである．学

習者の日本語使用はセッション中だけに限られず，お知らせのメモ，確認の電話，校門，駐車場

からの案内，見送り，お礼の手紙と，広範囲に亙る．

6-1-3. 家庭訪問

中＠上級のクラスでは，学生をグ、ループで日本人家庭に送っている．短時間の訪問だが，その

ための準備は大変である．訪問中の話題になりそうなトピックに関する予備知識をつけ，言葉の

練習をし，日本人家庭訪問時のマナーのビデオをみて練習し，手みやげをそろえ，訪問前の連絡

を日本語でとる．訪問の一部をビデオに撮り，その後の授業でみて反省し，補充練習を行う．訪
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間後も家庭との連絡を学生が日本語でとることはもちろんである．

6-1-4. UNSW通信
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上級クラスで、は， UNSW通信という日本語のニュースレターを年1回発行している．ニュー

サウスウエールズ大学のことをシドニ一定住の日本人に知ってもらおうという趣冒で，学習者

は，大学内の日本人の先生や留学生にインタビューし，文献を調べ，記事を書き，ワープロで入

力し，編集し，ニュースレターを刊行する．ニュースレターはシドニー在住の日本人にさまざま

なルートで配付され，毎年好評を得ている．

この活動では，学習者が地域社会の日本人と接しながら記事を書くことだけではなく，シドニ

ーの日本人社会が現実の読者として存在することに意義がある．

6-1-5. パソコン通信と WWW

間じく上級のクラスでは，パソコン通信を使って臼本の大学生と交信している（Iidaand 

Hashimoto 1995）.学習中のトピックについての質問を直接日本人大学生にぶつけ，返事をも

らい，それをもとにしてディスカッションを行うというものだ．学習中のトピックについては

WWWを使つての情報収集も行っている．

6-2. シラバスの中のリソース活用の弱点

上記のようにさまざまな形でシラパスの中にリソースを組み込めば，学習者に実際のインター

アクションの機会を与えることができ，優れた学習効果が期待されるが，このような形ではイン

ターアクションは教師がお膳立てしたものに過ぎない．学習者は教師が呼んできてくれたゲ、スト

と話し，教師がさがしてくれた日本人家庭にお邪魔するわけで，実際のインターアクションのノ

ウハウはつくかもしれないが，自主的にリソースを開発し，自律的に活用し，学習していくとこ

ろまで行っていない．春原（1992）のいうところの「ネットワーキング・ストラテジ一J の開発に

はならないわけだ．

また，現実問題として，比較的小人数の上級クラスでは教師のお膳立てが容易でも，初級，中

級の多人数所帯では，教師がリソース調達に全責任を負うのは大変なことである．学習者が 100

名の 3年生では， 20名グループの 5クラスに4～5名ずつボランティアの日本人をお願いしてく

るには，何ヵ月も前からの周到な準備が必要となる．

初，中級学習者には教師側のなんらかのお膳立てが必要ではあるが，学習者が自分の学習に責

任をもっていくような形でのリソース活用を促進するコース運営が必要となってくる．
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6-3. 全体シラバス外のリソース活用

学習者が自主的に日本人の協力者をさがし，地域社会内のさまざまなリソースを活用して自律

的な学習を体験するように， 3年生のコースでは，全員が同様の学習をする全体シラパス（シラ

パス内のリソース活用を含む，コース評価の 80%）と，学習者が自分で選択し，運営していくプ

ロジェクト＠個別シラパス（20%）の組み合わせでコースを作っている．

プロジェクトには四つの選択肢がある．学生は，口頭技術に重点をおいた OralSkills Clinic, 

漢字カに重点をおいた KanjiPower Building，将来日本語教師をめざす学生のための Junior

Teacher Internship，上記のどれにも当てはまらない学生のための LearningContract (Thom-

son 1995a）の中から自分に適したプロジェクトを一つ選び，それぞれのプロジェクトの大枠に

添って， 日本人協力者と一緒にクやループ活動をしていく．

プロジェクト自体は，かなり大まかなガイドライン以外は学生の自主性に任され，学生はグル

ープで日本人協力者をさがし， 1学期のうち 12週間，最低週 1回1時間その日本人と会って，

プロジェクトを進めていく．学習に必要になるリソースも自主的に発掘し，教師は，カウンセラ

ー，アドパイザー的な役目を担う．学習者は，グループで学期の初めに学習計画書と，終わりに

報告書を提出する．

このプロジェクトの利点は，プロジェクト自体より，むしろ学習者が日本人協力者との定期的

な交流を通じて，シドニ一日本人コミュニティーのリソースに紹介され，ネットワーク作り（ネ

ウストプニー 1995）をしていることにある．報告書を読むと，学習者は日本人協力者と一緒に

プロジェクトのガイドラインで指示されていること以外のさまざまな活動をしている． 日本食を

食べに行ったり， うちに呼ばれて日本食の作り方を習ったり，そのお返しに韓国料理を作ってあ

げたり（韓国入学習者），カラオケに行ったり， 日本人協力者と一緒に日豪親善サークルのメンバ

ーになったり，ビデオを借りてみたりしている．こういった活動を通じて，シドニーの日本語リ

ソースを知り，活用し，自分の日本語学習ネットワークを作り，プロジェクトが終わり，学期末

試験が終わっても，活用し続けることができたら，プロジェクトは学習者の自律性の発育に一役

かったことになる．

学習者がシドニ一日本語リソースに接すると同時に， 日本人協力者も学習者の属するシドニー

のコミュニティーに紹介されることになる．上記のように韓国入学習者グループに協力した日本

人は韓国料理の作り方を習い，中国人クやループに協力した日本人はシドニー中のおいしいヤムチ

ャの店を発見する．アングロ・サクソン系の学習者からはオーストラリアの有名なミートパイの

店でカプチーノとミートパイを御馳走してもらうし，オーストラリアのスラング（俗語）も教えて

もらう， といった具合で，プロジェクトが相互交流を作りだしているわけだ．
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7. おわり lこ

本稿では，広義の日本語学習リソースの定義，範時，実際例を検討し，その海外での有意義な

活用をニューサウスウエールズ大学を例にとって考察した．古川（1993:12）は「日本社会全体

が外国人学習者のためのリソースセンターとなり，学習支援システムを形成する・・…・」と述べて

いるが， リソースセンターとなるのは日本社会全体だけにとどまってはならない．世界に点在す

る日本人コミュニティーが，そこにいる一人一人の日本人が，また，一軒の日本料理店が日本語

学習のリソースであることを教師が自覚し，学習者に指導していかなければならない． 日本語教

師は「外国人学習者と日本人を結び合わせ，その聞に相互交流を作りだし，それを通して外国人

学習者と共に教師自身を含め各自が協働して学習していくことの実現を追究する _J（岡崎・西川

1993: 32）と同時に，学習者に自ら日本人との相互交流を作りだしていける自律学習のノウハウ

をつけてやることが重要だ．

ニューサウスウエーノレズ大学で、行っているような日本語教育の運営には， 日本語教育のその現

地における「動的ネットワーク」（林・尾崎 1993）を始動させてやろうという教師チームの一貫

した決意とエネルギーが必要である．「教材J からリソースへの移行は日本語教師の役割の再考

と言い換えることができるのかもしれない．
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